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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年4月19日(2012.4.19)

【公表番号】特表2011-513544(P2011-513544A)
【公表日】平成23年4月28日(2011.4.28)
【年通号数】公開・登録公報2011-017
【出願番号】特願2010-549135(P2010-549135)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  25/12     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  53/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  25/06     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  25/12    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  53/02    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  25/06    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年2月29日(2012.2.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の成分を含む組成物：　
Ａ．以下の成分からなる少なくとも一種のコポリマーＡ：
　ａ１）成分Ａ１としての少なくとも一種のアルキル化スチレンと；　
　ａ２）成分Ａ２としてアクリロニトリルと；　
　ａ３）適当なら、成分Ａ３として少なくとも一種の他のモノマー；
Ｂ．以下の成分からなる少なくとも一種のブロックコポリマーＢ：
　ｂ１）硬質相を形成する、少なくとも一種のビニル芳香族モノマーからなる少なくとも
一種のブロックＢ１と、
　ｂ２）軟質相を形成する、少なくとも一種のビニル芳香族モノマーと少なくとも一種の
ジエントからなる少なくとも一種のブロックＢ２；　
Ｃ．以下の成分からなる少なくとも一種のトリブロックコポリマーＣ：
　ｃ１）少なくとも一種のビニル芳香族モノマーからなる第一のブロックＣ１と、
　ｃ２）少なくとも一種のジエンからなる第二のブロックＣ２と、
　ｃ３）少なくとも一種のメタクリル酸メチルモノマーからなるか、または少なくとも５
０重量％のメタクリル酸メチルを含む第三のブロックＣ３；および
Ｄ．適当なら、無色透明ポリスチレンと耐衝撃性ポリスチレンから選ばれる少なくとも一
種のスチレンポリマー。　
【請求項２】
　以下の成分を含む請求項１に記載の組成物：
Ａ．３０～８５重量％のコポリマーＡと；　
Ｂ．５～６９．９重量％のブロックコポリマーＢと；　
Ｃ．０．１～４５重量％のコポリマーＣと；　
Ｄ．０～５０重量％の成分Ｄ
（なお、成分ＡとＢとＣ、また適当なら加えられる成分Ｄの総計を１００％とする）。
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【請求項３】
　前記コポリマーＡが、
　ａ１）６０～９０重量％の、成分Ａ１としての少なくとも一種のアルキル化スチレンと
、
　ａ２）１０～４０重量％の、成分Ａ２としてのアクリロニトリルと、
　ａ３）０～３０重量％の、成分Ａ３としての少なくとも一種の他のモノマー、
（なお、成分Ａ１とＡ２とＡ３の総計を１００％とする）を含む請求項１または２に記載
組成物。
【請求項４】
　前記ブロックコポリマーＢのモノマー組成が、１５～６５重量％のジエンと、３５～８
５重量％のビニル芳香族モノマー（なお、ジエンとビニル芳香族モノマーの総計を１００
重量％とする）である請求項１～３のいずれか一項に記載の組成物。　
【請求項５】
　前記ブロックコポリマーＢが、少なくとも２種の硬質相形成ブロックＢ１とこれらの間
にある少なくとも一種の軟質相形成ブロックＢ２とからなる請求項１～４のいずれか一項
に記載の組成物。
【請求項６】
　ブロックコポリマーＢ中において、軟質相形成ブロックＢ２（ポリジエン）のジエン単
位の１，２－結合の相対比率が、１，２－および１，４－シス／トランスの総計に対して
≦２０％である請求項１～５のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項７】
　ブロックコポリマーＢ中において、前記ブロックＢ１がスチレンからなり、前記ブロッ
クＢ２がブタジエンとスチレンとからなる請求項１～６のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項８】
　前記トリブロックコポリマーＣが、
　ｃ１）１０～８８重量％の第一のブロックＣ１と、
　ｃ２）２～８０重量％の第二のブロックＣ２と、
　ｃ３）１０～８８重量％の第三のブロックＣ３
　（なお、成分Ｃ１とＣ２とＣ３の総計が１００重量％である）とからなる請求項１～７
のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項９】
　前記トリブロックコポリマーＣが、スチレンとα－メチルスチレンから選ばれる少なく
とも一種のビニル芳香族モノマーからなる第一のブロックＣ１と、ブタジエンとイソプレ
ンから選ばれる少なくとも一種のジエンからなる第二のブロックＣ２と、少なくとも６０
重量％のＰＭＭＡからなる第三のブロックＣ３とからなる請求項１～８のいずれか一項に
記載の組成物。
【請求項１０】
　成分Ｄが無色透明ポリスチレンである請求項１～９のいずれか一項に記載の組成物。
【請求項１１】
　他の成分Ｅとしてゴム状スチレンブロックコポリマーが含まれる請求項１～１０のいず
れか一項に記載の組成物。
【請求項１２】
　成分ＡとＢとＣと、適当なら成分Ｄ、また適当なら成分Ｅ、また適当なら他の添加物を
混合することを特徴とする請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物の製造方法。
【請求項１３】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物からなる成型物、箔、繊維、あるいは発
泡体。
【請求項１４】
　請求項１～１１のいずれか一項に記載の組成物を含む、電子部品の包材、または化学工
学、家庭用品、浴室用品、ハウジング、チューブ、面材、医療品または医療用具、または



(3) JP 2011-513544 A5 2012.4.19

玩具に利用される包装。
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